
防コミの歩き方たずね歩き消防団
南海トラフ巨大地震に備え、魚崎町防災

福祉コミュニティは6月22日、津波避難訓
練をおこないました。9時30分に地震が発
生し、大津波警報が発表された想定で、
雨が降る中、地域住民が国道2号線より北
にある住吉川東緑地を目指して、避難しま
した。
魚崎町防災福祉コミュニティは、「地域

おたすけガイド」を3月に作成しました。「地
域おたすけガイド」は、災害時に組織的な
活動ができるよう、事前に初動対応計画を
作成しておき、災害時は、この計画書をも
とに、避難してきた住民に優先すべき必要
な役割をお願いし、被害の軽減につなげる
ことを目的としたマニュアルです。
今回の訓練では、この「地域おたすけガ

イド」に定めた計画の検証もおこないました。
まず「地区統括防災リーダー」は、住民

から得た情報をもとに安全な避難ルートを
選定し、避難の際は火災の発生状況や建
物の倒壊状況などさまざまな情報を把握
し、速やかに住民を国道2号線より北へ避
難誘導しました。また先に到着した防コミ
メンバーは、住吉川東緑地にて「本部統括
防災リーダー」が運営本部を立ち上げ、地

域の被害情報を把握し、各班長に防災活
動に関する指示を出す訓練を実施しました
が、災害時に組織的な活動ができるように
なるには、これからも訓練を重ねていく必
要性を痛感いたしました。

この津波避難訓練は、本山第二小学校
区防災福祉コミュニティ、東灘消防団と連
携して実施しました。本山第二小学校区防
災福祉コミュニティは、魚崎地区からの避
難者を受け入れるため、テントを設営して
水を提供したり、避難場所付近で避難誘導
をおこなったりしてくださいました。隣接す
る防コミ同士がお互いが抱える課題を共有
し、協力し合
い な が ら、
『災害時には
地域から一人
の犠牲者も
出さない』と
いう強い信念
を持って、今後も地域防災に取り組んでい
きたいと思います。
最後に『自助に勝る、共助無し！』。

（魚崎町防災福祉コミュニティ
副会長　清原孝重）

須磨区南東部の須磨第2分団のエリアは
市街地のまん中、下町情緒あふれる地域
でした。阪神・淡路大震災から約20年、再
開発された地区は災害に強い街並みとして
生まれ変わりましたが、かつてのにぎわい
は少し薄れたかもしれません。

そんな中、わが分団をはじめ地域の重
要な取り組みは、近い将来に懸念される南
海トラフ地震とその津波対策です。平均海
抜15メートルほどの地域にあっては避難誘
導も地域の方々との連携が不可欠なため、
さまざまな被害を防ぐ訓練が定期的におこ
なわれております。消防署、消防団、防コ
ミ、各自治会、そして地域住民や校区小中
学生を交えての訓練も重要です。時には
介護ヘルパーの方も参加し、独居の高齢
者や要介護者の把握と迅速な避難誘導、
また災害時に通行できない動線などを想定

した避難所への移動など、さまざまな問題
を参加者で共有できる訓練は、災害への
備えと視野を広げる貴重な経験です。
地域の小中学校も防災学習として例年

訓練に参加しています。地域にどんな防災
設備があり、一人ひとり何ができるか、い
ざ災害でどうするか等々、具体的な学習内
容で、若い防災の担い手に心強く思います。
また、老若一体の訓練では日頃言葉を
あまり交わさない間柄でも、いつの間にか
協力し自然に行動しているのを見ると、さ
らにこれら訓練の重要性を感じます。

我々消防団員も、いざ災害となった際、
いかに迅速に出動するか、いかに地域に精
通しているかを問われる事もあり、日頃か
ら小さな事柄でも地域の情報に耳を傾け、
速やかに行動できるよう心がけています。
（須磨消防団　第２分団　分団長　坂井　勝）
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